
新潟市工事確認実施要領 新旧対照表 

改正後 現行 備考 

（趣旨） 

第１条 この要領は、新潟市請負工事の監督及び検査要綱

第１３条に規定する工事確認（以下「確認」という。）の

実施に関し、工事に関する技術水準の向上に資するとと

もに、受注者の指導育成を図るため、必要な事項を定め

るものとする。 

（対象） 

第２条 対象は、１件の当初設計金額が４００万円を超え

５００万円未満のものとする。 

（確認者） 

第３条 （略） 

 

 

２ （略） 

 

 

（確認の方法） 

第４条  （略） 

 

２  （略） 

 

 

 （確認の報告） 

第５条 （略） 

 

（その他） 

第６条 （略） 

（趣旨） 

第１条 この要領は、新潟市請負工事検査要綱第１２条に

規定する工事確認（以下「確認」という。）の実施に関し、

工事に関する技術水準の向上に資するとともに、受注者

の指導育成を図るため、必要な事項を定めるものとする。 

 

（対象） 

第２条 対象は、１件の当初設計金額が２５０万円を超え

５００万円未満のものとする。 

（確認者） 

第３条 確認者は、当該工事の監督を行う者（以下「監督

員」という。）及び検査を行う者（以下「検査員」とい

う。）とする。 

２ 新潟市事務専決規程（平成１９年新潟市訓令第９号）

において、工事担当課長に検査権限が付与されていない

場合、検査担当課長の権限で検査を行うことができる。 

（確認の方法） 

第４条  確認は、確認者ごとに独立して、的確かつ公正に

行うものとする。 

２  確認は、監督員が施工確認票（別記様式第１号）を、

検査員が工事検査確認票（別記様式第２号）を作成す

る。 

 （確認の報告） 

第５条 確認が完了したときは、関係書類を添えて工事担

当課長等に報告する。 

 （その他） 

第６条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、検

 



 

附 則  

この要領は、令和５年４月１日から施行する。 

 附 則 

（施行期日） 

この要領は、令和７年７月１５日から施行する。 

 

査担当課長が別に定める。 

 附 則 

この要領は、令和５年４月１日から施行する。 

 

 


